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年頭のあいさつ一一一一戸

潤いと活力のある年に年に雪量せ室長い

彦ヂド田上長 浜 町 長明儀地菊長浜町議会議長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、

我
が
国
の
政
治
、
行
政
、
経
済
等
各
般

に
わ
た
る
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

昨
秋
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
四
次

勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
基

に
今
こ
そ
地
方
分
権
の
実
現
を
図
る
と

き
が
参
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

社
会
状
勢
下
に
お
い
て
、
私
が
町
政
推

進
の
基
本
姿
勢
と
し
て
お
り
ま
す
「
町

づ
く
り
・
皇
守
つ
く
り
・
心
づ
く
り
」
の

取
り
組
み
が
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
着
々
と

成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
中
で
、
早
く

も
二
期
日
の
仕
上
げ
の
年
を
迎
え
る
こ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
不
肖
私
、
昨
年
十
月
町
議
会

議
員
選
挙
後
招
集
さ
れ
た
町
議
会
に
お

い
て
、
図
ら
ず
も
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
そ
の
重
責

を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
初
心
に
か
え
り
、
長
浜
町
の
将
来

の
展
望
と
進
む
べ
き
方
向
を
誤
る
こ
と

な
く
、
積
極
的
な
議
会
活
動
に
全
力
を

傾
注
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
「
町
づ
く
り
」
に
、
決
意
を
新
た

に
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

と
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
長
浜
町
振
興
計
画
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
諸
施
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
基
盤
整
備

と
し
て
の
継
続
事
業
で
あ
る
長
浜
港
港

湾
改
修
、
す
な
わ
ち
拓
海
工
業
団
地
の

公
共
岸
壁
整
備
、
沖
防
波
堤
の
延
長
、

小
型
船
だ
ま
り
隣
接
地
の
埋
立
造
成
事

業
、
環
境
緑
地
の
整
備
等
、
ま
た
白
滝

大
橋
架
橋
に
係
る
用
地
買
収
及
び
橋
梁

整
備
、
さ
ら
に
は
、
県
道
藤
縄
長
浜
線

の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
も
た
す
黒
田
大
屋

線
の
過
疎
代
行
事
業
、
そ
し
て
大
洲
長

浜
線
改
良
事
業
に
伴
、
つ
代
替
用
地
の
確

保
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
肱
川
改
修
に
係
る
激
特
事
業

も
四
年
目
に
入
り
、
着
々
と
整
備
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
改
修
事
業

で
大
和
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

ょ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
我
が
国
は

今
、
行
政
改
革
と
と
も
に
地
方
分
権
が

内
政
の
重
要
課
題
と
さ
れ
、
地
方
自
治

に
関
す
る
関
心
と
期
待
が
一
段
と
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
分
権
時
代
の
到
来
と
と
も
に

地
方
公
共
団
体
が
担
、
つ
役
割
は
重
く
な

り
、
同
時
に
意
志
決
定
機
関
と
し
て
議

会
の
果
た
す
責
務
も
さ
ら
に
大
き
く
な

り
ま
す
。
長
浜
町
に
お
き
ま
し
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
厳
し
い
選

択
を
伴
う
改
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
時
代

に
対
応
す
る
社
会
を
創
造
す
る
に
は
、

町
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
来
た
る
べ
き
分
権

時
代
に
備
え
、
望
ま
し
い
議
会
像
を
議

の
ご
要
望
に
応
え
て
区
画
整
理
事
業
の

方
向
で
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
農
林
漁
業
を
は
じ
め

商
工
業
の
実
態
が
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
が
、
農
協
、
森
林
組
合
、

漁
協
、
商
工
会
等
各
団
体
と
町
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
福
祉
面
で
は
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
る
今
日
、
老
人
ホ
l
ム
白
山

園
の
改
築
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
は
候
補
地
の
用
地
買
収
を
進

め
て
参
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
面
で
あ
り
ま
す
が
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

が
発
足
致
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
を
通

じ
て
豊
か
な
心
を
育
て
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
薫
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

論
し
、
大
き
な
飛
躍
を
め
ざ
し
て
町
の

諸
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
不
安
定
な
経

済
情
勢
の
中
で
、
安
ら
ぎ
が
実
感
で
き

る
長
浜
づ
く
り
を
念
頭
に
、
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、

町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
推
進
の
拠

点
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
は
じ
め
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
生
活

に
直
結
し
た
産
業
基
盤
の
整
備
や
生
活

環
境
の
整
備
等
町
政
各
般
に
わ
た
る
諸

事
業
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
で
も
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
っ
て
長
浜
町
振
興
計
画
基

本
構
想
に
掲
げ
る
理
念
に
基
づ
き
「
町

づ
く
り
・
里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」
を

基
本
施
政
と
し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上

さ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
常
日
頃
よ

り
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
問
題
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
第
二
回
町
議
会

定
例
会
で
行
政
サ
イ
ド
で
整
理
し
た
八

項
目
の
懸
念
事
項
を
表
明
致
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
十
月
の
町
議
会
構
成
で
、

山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
が

八
名
の
委
員
で
発
足
致
し
ま
し
た
が
、

今
後
町
議
会
と
も
十
分
連
携
を
図
り
、

こ
の
問
題
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
か
平
成
十
年
が
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
潤
い
と
活
力
の
あ
る
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

h
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と
活
性
化
へ
向
け
て
、
一
段
の
努
力
を

傾
注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
複
雑

多
様
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、

行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
長
浜

町
民
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
を
実
感
で
き

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
諸
施
策
の

推
進
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
十
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

番



3-

0i11繍jj轍!繍!!~

!噸動
叫!;iijijj;ij;;開

!!!!!:#:~:~!!!!!!!l題"
将棋"""1器'"
;iiiF墨持

?彊量豊富衛V いち l¥::

理罫議
iliil~福島[!!!!!!!!:~iii

:::::甥3香川!iiii!議III
iii!!季語草1rl11i11r出HH，

こ
れ
ま
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
み
続
け
、
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
多
く
の
方
は
、
ご
み
は
有
効
な
資
源
で
あ
る
、
だ
か
ら
資
源
化

し
再
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
「
資

源
化
に
有
効
な
手
段
は
徹
底
的
な
分
別
排
出
で
あ
る
。
資
源
を
節
約
し

環
境
を
護
る
た
め
に
は
ご
み
の
減
量
が
重
要
で
あ
る

0

・
:
」
こ
の
こ
と

が
理
論
で
な
く
、
身
近
な
問
題
と
し
て
実
感
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

て
初
め
て
、
分
別
や
ご
み
の
減
量
が
実
践
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

守税
あみた
るとち
主包しカf

3':Jミてイ可
の捨気
資てな
源てく
?が Uミ fリ
らる用
生物し
み慢で
出芸、
さ ¥ こ了

ごみ問題

大きな意昧を持つリサイクル活動

れ
た
も
の
で
す
。
ご
み
に
し
て
焼
却
・

埋
立
処
分
を
す
る
だ
け
で
は
、
資
源
も

い
つ
か
底
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
短
時
間
に
成
長
す
る

木
竹
や
植
物
ば
か
り
で
は
現
代
社
会
に

必
要
な
物
質
を
生
産
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
、
地
球
が
長
い

時
間
を
か
け
て
創
造
し
て
き
た
鉱
物
や

石
油
資
源
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。
私
た
ち
の
子
孫
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
私
た
ち
の
世
代
で
地
球
の
資
源
を

枯
渇
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

守
山
被
み
は
資
源
な
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、

W

」
そ
れ
は
確
実
に
資
源
で
す
と
答
え

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
創
り
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
資
源
を
使
っ
て
生
み
出
さ

ご 年イ いる境てと場料て貴ご 私 動 私 の の な ト ジ て 地 成 発 る味な少れ
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第...'.~囲廃棄物処理対策協議会;以閣山
月21日、町体育館で第 3回廃棄物処理卦 E 

策協議会が開催されました。
会では、第 2一回協議会で視察した宇摩クリ

ンセンターと香川県琴平町のゴミ処理状況
ついての協議後、当町のゴミ処理状況や買
物袋持参運動、コンポスター利用、リサイ
ル活動などについて各委員から活発な意見
出さオ工ました。

この中では、ゴミ問題について町民に周
徹底し、一人ひとりがごみを減らすため今
ぐ行動すること等が提案されたほか、近く
定される分別収集、有料化問題についての
食リなT易議長カぎなさオ1しました。

に
行
う
べ
く
、
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議

会
で
真
剣
な
協
議
を
続
け
、
住
民
の
皆

様
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
分
別

収
集
の
完
全
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
川
減
ら
そ
う
f
-

い
お
願
い
…
も
ま
す
-
一

小
売
商
と
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一

長
浜
町
で
は
、
年
々
増
加
す
る
こ
一
・

み
処
理
経
費
を
抑
制
す
る
た
め
様
々
一
一

な
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
何
よ
一
一

り
発
生
す
る
ご
み
量
を
減
ら
す
こ
と

τ

が

と

て

も

大

切

で

す

。

一

こ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
一
一

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

o

v

-

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
努
一
一

力
で
ず
い
ぶ
ん
と
ご
み
は
減
ら
せ
ま
一
一

す
。
次
の
よ
う
な
点
に
ぜ
ひ
ご
協
力
一
一

く

だ

さ

い

。

一

消

費

者

の

皆

さ

ん

へ

一

①
買
い
物
に
は
袋
や
か
ご
を
持
参
す
古

る

。

一

②
各
種
団
体
の
資
源
ご
み
回
収
活
動
、
一

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
ト
レ
イ
回
収
運
動
一
一

に

積

極

的

に

参

加

す

る

。

十

③

過

剰

包

装

を

断

る

。

一

小

売

商

の

皆

さ

ん

へ

一

①
買
い
物
か
ご
を
持
参
さ
れ
た
お
客
一
一

さ
ん
に
は
進
ん
で
協
力
を
し
、
包
装
一
一

の
簡
素
化
に
心
が
け
く
だ
さ
い
。
十
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新入学齢児@保育所入所申込み一一一

長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
に

町
内
各
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の
調

査
を
、
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
行
い

ま
し
た
。
新
入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は

平
成
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
四
年
四

月
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
四
十
二
人
、
女
子

三
十
九
人
の
合
計
八
十
一
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し
た
ら

長
浜
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
(
宮

五
二

i
一
一
一
一
・
嗣
二
二
ハ
一
ニ
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
籍
地
区
間
人
富
市
山
吉
田
匂
)

一
男
子
}
⑧
尾
上
大
海
。
児
玉
洋
樹
⑤

徳
田
耕
太
郎
⑥
東
大
貴
④
船
田
光
司
@

別
宮
成
一
女
子
一
⑦
上
満
タ
梨
乃
@
鎌

田
愛
美
⑤
高
石
奈
歩
⑤
徳
目
安
紀
⑧
宮

本
睦抽

出
地
区
2
人
〔
呂
町
山
吉
田
必
)

一
女
子
}
⑤
岡
崎
真
奈
⑤
竹
村
愛
香

時
的
川
地
区
2
人
富
市
昔
前
↓

男
子
一
@
二
宮
行
平

一
女
子
}
@
二
宮
葵

凸
《
租
地
区

g
人
{
昂
@
古
2
)

中古大一
千村野男
佳 達 豊 子

也明}

ー⑤⑦
女玉上
子井田
一浩将

軍zz
都宮大
宮 本 石
綾洋直
、典人

畝⑤

畠
震
地
区
叩
人
(
男
南
山
吉
4
)

一
男
子
}
⑥
大
石
歩
、
犬
山
貴
之
③
菊

岡
晃
平
、
菊
岡
茂
幸
③
松
本
昌
樹
⑧
水

本
貴
久
{
女
子
一
⑦
宇
都
宮
美
帆
③
菊

地
真
紀
⑤
増
本
三
補
子
、
松
田
理
恵

由
器
地
区

g
人
{
昂
2
合引け

U
U
)

一
男
子
一
@
篠
原
誠
④
宮
田
力

一
女
子
}
@
塚
井
美
菜

櫛
邑
地
区
4
人
〔
男
2
古
2
)

{
男
子
一
@
大
本
崇
之
⑤
名
本
優
真

一
女
子
}
@
王
井
智
絵
美
⑤
増
田
あ
ゆ

み
長
一
源
地
区
一
仙
人
冨
叩
室

{
男
子
}
の
池
田
祥
也
@
大
瀧
恵
斗
、

小
川
敦
@
門
田
将
英
②
小
西
良
①
柴
中

康
寿
⑤
富
、
水
勇
気
⑤
中
川
将
、
中
見
公

謹
③
船
津
裕
貴
⑤
松
岡
達
則
、
丸
井
慎

也
⑧
宮
下
混
平
、
宮
田
一
也
⑥
村
本
将

太
⑨
山
中
陸
②
米
川
成
彦
、
世
ノ
上
創

⑥
渡
圭
佑
一
女
子
}
⑧
明
智
恵
里
⑪
稲

本
彩
、
井
上
友
美
⑥
大
谷
光
季
、
小
川

瑞
、
越
智
さ
や
か
@
片
岡
結
依
①
久
保

舞
華
む
城
ケ
瀧
納
子
⑦
鈴
木
貴
子
⑤
武

田
夏
季
、
田
中
可
奈
、
谷
田
真
由
香
⑤

中
川
綾
子
@
西
崎
香
奈
恵
、
西
村
美
紀

二
宮
唯
⑪
演
田
早
紀
⑤
松
田
紗
季
@
宮

浦
り
ほ
、
三
一
好
徳
子
⑤
山
崎
慶
子

平
成
十
年
度
の
保
育
所
(
長
浜
乳
児

保
育
所
を
含
む
)
へ
の
入
所
申
し
込
み

の
受
け
付
け
を
次
の
要
領
で
行
っ
て
い

ま
す
。。

受
付
期
限

平
成
十
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

。
受
付
場
所

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
又
は

役
場
福
祉
課

。
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の

各
号
の
ど
れ
か
に
該
当
し
、
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

み

た
だ
今
受
付
中
1

ら
れ
、
ま
た
、
同
居
の
親
族
や
そ
の

他
の
方
も
こ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合

は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

大
入
所
で
き
る
児
童
の

保
護
者
の
条
件

①
家
庭
外
労
働
・
・
・
農
業
や
漁
業
に
従
事

し
た
り
会
社
へ
勤
め
る
等
、
家
庭
の

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
。

②
家
庭
内
労
働
:
昼
間
家
庭
内
で
、
自

営
業
・
内
職
等
、
児
童
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
。

③
母
親
の
出
産
・
・
・
妊
娠
中
又
は
出
産
前

後
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
む
ず
か

し
い
方
。

④
母
親
の
病
気
:
病
気
に
な
っ
た
り
負

傷
し
た
り
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は

心
身
に
障
害
が
あ
る
方
。

⑤
病
人
の
看
護
等
・
・
・
病
気
や
心
身
に
障

害
が
あ
る
同
居
の
親
族
を
い
つ
も
介

護
し
て
い
る
方
。

⑥
家
庭
の
災
害
:
・
震
災
・
風
水
害
・
火

災
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

て
い
る
方
。

※
児
童
福
祉
法
等
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

新
年
度
か
ら
保
護
者
が
保
育
所
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
就
学
前
ま
で
申

し
込
み
も
一
度
で
す
み
ま
す
。
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
、
保
育
所
の
概
要
等
詳

し
い
事
を
知
り
た
い
方
は
、
最
寄
り
の

保
育
所
又
は
役
場
福
祉
課
(
宮
五
二
l

一
一
一
一
・
伺
二

O
七
二
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

りんご園で楽しむ園児たち
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荒
川
化
協
会
葬
離
義
援

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
芸
能
発
表

会
。
文
化
協
会
の
各
団
体
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

{
目
時
}
平
成
十
年
二
月
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時
半
か
ら

一
場
所
}
長
浜
町
中
央
公
民
館

{
入
場
料
}
百
円

一一一一人権作文ほか

く心豊かに生きたい〉
自分を生きる

長伝子町教育委員会では、「書
く」だけでなく「行動する」
杜会派作家としておなじみの、
落合恵子さんを描いて文化講
演会を開催し ます。ぜひご来
場くだ、さい。

[日時]平成10年2月22日(日)
午後 1時半から(予定)

[場所}ふれあい会館大ホール

{入場料]無料
な お 、 許 しくは、教育委員

会社会教育課(宮52-1111出 21
61)までお問い合わせください。

毎年チャリティーで開催される芸能発表会

「

な

ぜ

、

人

権

作

文

を

書

く

の

だ

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

だ

れ

か

い

れ

一

一

ろ

う

。

」

と

い

う

疑

問

が

、

ぼ

く

の

ば

、

き

っ

と

止

め

て

く

れ

た

か

、

一

心

の

中

に

あ

り

ま

す

。

助

け

て

く

れ

た

と

思

い

ま

す

。

一

一

い

じ

め

を

な

く

す

た

め

で

し

ょ

う

今

も

、

い

じ

め

ら

れ

て

苦

し

ん

一

一

か

。

け

れ

ど

も

、

ほ

く

が

生

ま

れ

る

で

い

る

人

が

、

ど

こ

か

に

い

る

と

一

一

前

か

ら

、

こ

の

人

権

作

文

は

生

白

か

れ

思

い

ま

す

。

「

自

殺

」

ま

で

考

え

て

一

一

て

い

ま

す

。

作

文

の

題

名

も

「

仲

間

い

る

人

も

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

一

一

は

ず

れ

」

と

か

「

あ

だ

な

」

な

ど

が

こ

の

人

た

ち

の

命

を

守

る

た

め

は

、

一

一

多

い

で

す

。

い

じ

め

は

、

な

く

な

っ

周

り

の

人

た

ち

の

助

け

が

必

要

で

一

一

で

い

な

い

の

で

し

ょ

う

か

。

す

。

見

て

見

ぬ

ふ

り

を

す

る

の

は

、

一

一

今

年

も

、

い

じ

め

に

よ

る

悲

し

い

い

じ

め

て

い

る

の

と

同

じ

こ

と

で

一

一

ニ

ュ

ー

ス

が

あ

り

ま

し

た

。

い

じ

め

す

。

勇

気

を

も

っ

て

行

動

す

る

こ

一

一

に

よ

る

「

自

殺

」

で

す

。

そ

れ

ほ

ど

と

が

、

い

じ

め

を

な

く

す

第

一

歩

一

一

「

い

じ

め

」

は

、

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

だ

と

思

い

ま

す

。

一

一

て

い

る

の

で

す

。

人

権

作

文

を

書

く

と

い

う

こ

と

一

.

で

は

、

こ

の

人

権

作

文

は

、

書

く

は

、

こ

の

行

動

を

起

こ

そ

う

と

す

一

一

だ

け

む

だ

な

の

で

し

ょ

う

か

。

ぼ

く

る

き

っ

か

け

に

も

な

る

し

、

読

ん

一

一

は

、

そ

う

と

は

思

い

ま

せ

ん

。

な

ぜ

だ

人

が

、

勇

気

を

も

っ

て

行

動

し

一

一

な

ら

、

こ

の

作

文

を

書

く

こ

と

に

よ

っ

よ

ろ

と

思

っ

て

く

れ

る

は

ず

で

す

。

一

一

て

、

い

じ

め

に

つ

い

て

い

ろ

い

ろ

考

こ

の

作

文

が

、

自

分

自

身

を

守

一

一

え

る

は

ず

で

す

。

今

ま

で

、

だ

れ

か

り

、

人

の

命

も

守

っ

て

い

く

も

の

一

一
を
い
じ
め
た
こ
と
が
あ
る
人
も
、
自
た
o

そ
の
時
は
、
悲
し
さ
、
く
や
し
さ
、
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
一

一

分

の

し

て

き

た

こ

と

を

反

省

す

る

と

い

ろ

ん

な

気

持

ち

が

、

ぼ

く

の

心

の

中

一

一
患
い
ま
す
。
い
じ
め
は
計
さ
れ
な
い
に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ

F

一

一
こ
と
、
と
れ
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
よ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
、
き
っ
と
同
じ
気
こ
に
ド

l
Nい
ト

し

一

一
い
の
か
な
ど
に
、
気
づ
く
は
ず
で
す
。
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
や
、
そ
れ
ヒ

Y
N川
命
V
Aぷ

v
r
.

一
こ
う
い
う
人
が
ふ
え
れ
ば
ふ
え
る
ほ
以
上
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
じ
め
た
人

z………川一《
J
J
制
単
調
夜
代
斗
一
誠
一

一
ど
、
い
じ
め
は
減
っ
て
い
く
は
ず
で
は
、
何
も
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
い
じ
イ
オ
げ
ミ
叱
カ
ミ
t

一
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
作
文
を
書
く
意
め
ら
れ
た
人
は
、
す
ご
く
傷
つ
い
て
い
一
平
ゴ
川

M
K六
一

一
味
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
る
の
で
す
。

R

-

a

け
れ
ど
も
、
い
じ
め
を
完
全
に
な
ぼ
く
の
場
合
ほ
、
近
く
に
友
だ
ち
が

く
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
。
い
じ
め
を
止
め
る
人
が
必
要

で
す
。
い
じ
め
を
止
め
る
に
は
、
と
て

も
勇
気
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
、

次
に
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
こ
わ
が
っ
て

い
た
ら
い
じ
め
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
も
、
一
度
、
上
級
生
か
ら
い
や

な
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
と
が
あ
り
ま
す
。

ず
っ
と
一
言
い
続
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
す
ご
く
心
が
痛
み
ま
し

離醤監軍軍彊盟

小学 6年生
( 8年度人権作文集より)

「人権を守る第一歩」

落合恵子さん
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ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

書
き
初
め
展
と
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

町
内
小
中
学
校
@
長
浜
高
校

生
徒
書
き
初
め
腿

町
内
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
に

よ
る
書
き
初
め
作
品
、
約
三
百
点
を
展

示
し
ま
す
。

{
期
間
}
一
月
十
七
日
j

二
十
八
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

え
ひ

大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の
小
中
学
生
に

よ
る
絵
画
、
書
、
工
作
な
ど
の
管
内
え

ひ
め
こ
ど
も
美
術
展
入
賞
作
品
、
約
五

十
点
を
展
示
し
ま
す
。

一
期
間
}
一
一
月
五
日
i
十
二
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

放
送
大
学
(
教
養
学
部
)

平
成
十
年
度
第
一
学
期

四
月
綬
業
開
始
)
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

講
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一
募
集
学
生

}
O選
科
履
修
生
二
年

放
送
大
学
授
業
番
組
は
、
平
成
十
年

一
月
下
旬
か
ら
、

C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

(パ

l
フ
エ
ク

T
V
申
請
中
)
を
利
用

し
て
全
国
放
送
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
自
宅
で
の
放
送
授
業
視
聴
に

よ
る
学
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ト

俊

に

叩

輝

夫

弘

り

一

覇

者

自

聞

い

ル

英

ま

一

図

上

ら

ヴ

本

村

田

部

一

'

粒

著

井

U
U

畑
宮
古
長
岡
一

，

浜

駅長

る

に

山

ソ

)

弘

一

.

~

な

わ

勺

/

下

」

吋

一

ι

「

と

な

.

一

し

.

で
-

1

け
は
事
と
川
崎
一

脈二
γ

川
た
人
り
あ
こ
山
川
一

幸

俊

明

名

川

つ

る

わ

あ

る

と

一

色

J
滋

二

だ

治

終

「

あ

ひ

一

…
除
問
問
書
い
川
子
…
刊
の
詩
勺
丸
一

山
羽
却
uvy

は

る

い

山

火

行

人

加

.

'
司
川
一
一
号
人
ま
他
焚
一
詩
わ
一

一
見
聞

0
0
0
0
0
0
0

一

軒 同軍事聾 膏 官 寵 霊 園 盟
20歳以上 60歳未満で田本圏内に住んでいる人は、全員圏民年金に加入します。

サラリーマンの奥さんな

ど(第 2号被保険者に扶

養されている配偶者)

毎塞E霊冨吉静

自営業・自由業・農林漁

業・学生・フリーアルパ

イター・無職の人など

是非

資格取得の届出が必要で

す。

保険料を自分で納めます。

R一一ー一一一 ..... -:::-....-:::-____---::::....=...，...=~_=.;;;;;;;;o::一一一一一一一一一、

.受給資格期聞が足りない人

.年金額を満額まで増やしたい人など

会社員・公務員・教員な

ど

唾主訪魚ゎ
希望すれば 65歳まで .....__.，-
加入できます。

※!!ll1'n 30年 4月1日以前に生空れた人でそ齢基礎年

金の資格期間を満たしていない人は、 65歳以上 70歳

未満の期間についても任意加入できる特例があります。

題農菌諸国温多

厚生年金や共済組合に加

入することで国民年金に

も自動的に加入します。
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L
E
T
Sク
ψ
寺
シ
グ

生
活
改
善
:
は
ま
な
す
グ
ル
ー
プ

一
材
料
一

「
ご
ま
油

ト
マ
ト

一
ケ
チ
ャ
ッ
プ

一
し
よ
う
ゆ

一
↑
ド

一

両

同

「
沙
密

7
r
t
F
J
4
n
-

一C
O
m

一O
O
∞

一
O
O
∞

一五

O
∞

一五
0
3

一一一一紹介コーナー

一
代
表
者
池
本
員
喜
子

一
密
主
ご
一
1
0
一
二
七

一
材
料
}

①
鍋
に
材
料
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
る
c

②
冷
ま
し
て
か
ら
、
瓶
に
入
れ
て
保
存

す
る
。
二
j
三
カ
月
は
保
存
で
き
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
使
用
す
る
と
き
は

よ
く
振
っ
て
使
う
。
生
野
菜
や
肉
料
理

に
か
け
る
と
お
い
し
い
。

長
浜
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
研
究
会

え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
に
参
加
し
て

十
一
月
{
一
十
二
円
、
二
十
三
日
の
ニ

臼
問
、
松
山
県
民
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
県
民
総
合
文
化
祭
え
ひ
め
産
業
文

化
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
県
下
の

市
町
村
が
集
ま
り
、
特
産
品
の
展
示
、

販
売
や
、
木
工
等
を
使
っ
た
工
作
、
野

間
馬
や
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
の

はまなすグループの皆さん

m&m 

初儲 Iすぐフ

長浜高校美術部

お
国
自
慢
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
長
浜
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

は
、
観
音
ま
ん
じ
ゅ
う
と
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
椎
茸
、
つ
わ
の
粕
漬
け
等
を
持

ち
寄
り
販
売
し
ま
し
た
が
、
他
の
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
販
売
品
を
見

る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
行
事
に
参
加
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

離。て時折

韓襲清友韓会出海支部

(舞踊)

私
た
ち
の
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

婦
人
学
級
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
四

十
九
年
に
は
、
泉
先
生
に
指
導
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
民
謡
の
踊
り
か

ら
新
舞
踊
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
演
歌
の
振
り
付
け
は

荒
い
人

ιも
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
八
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
地
位
も
あ
り
、
会
員
の
中
に
は
わ

ざ
わ
ざ
喜
々
津
か
ら
十
余
年
も
通
わ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
交
通
の
不
便
な

と
こ
ろ
か
ら
で
、
帰
途
は
な
か
な
か
大

変
で
す
。

昼
間
の
仕
事
で
体
が
疲
れ
て
い
て
も
、

毎
夜
の
よ
う
に
稽
古
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
な
ど
は
、
み
ん
な
の
心
が

一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
、
一
千
一
十
年
余
り
続
い
て
い
る
こ
の
ク

ラ
ブ
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
と
願
い

つ
つ
、
健
康
の
た
め
に
も
楽
し
く
稽
古

に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

舞
踊
に
興
味
の
あ
る
方
、
遠
慮
な
く

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
連
絡
先
}
木
村
英
子
(
密
五
二
一
1
0

五
O
一一一)

一
練
習
日
}
毎
週
火
曜
日
(
午
後
七
時

半
j
九
時
半
)

一
会
員
一
木
村
英
子
、
畑
中
ヨ
シ
、
西

山
晶
子
、
酒
城
八
千
子
、
{
宮
巴
本
フ
ク

大
村
芳
美
、
後
藤
一
晶
子
、
後
藤
ト
ヨ
ミ

え利子
令子い
ヤゾス' グ)

uJTレ'.¥ ¥V 
γ。勝、 1

ヂ1

。
つ向。川

l
v

a
n
/
 

パ
/
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仲
間
と
の
連
帯
を
テ
ー
マ
に

ー
ふ
れ
あ
い
映
画
会
1

十
一
月
八
日
、
町
体
育
館
で
長
浜
と

も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い
映
画
会

が
開
催
さ
れ
、
作
品
鑑
賞
と
中
田
新
一

映
画
監
督
の
サ
イ
ン
会
に
、
親
子
連
れ

な
ど
約
五
百
二
十
人
が
訪
れ
た
。

上
映
さ
れ
た
の
は
、
聴
覚
障
害
の
方

に
も
楽
し
め
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
字

幕
ス
ー
パ
ー
付
き
長
編
ア
ニ
メ
「
P
I

P
-
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
。

と
べ
な
い
ホ
タ
ル
の
悲
し
み
と
、
そ

の
悲
し
み
を
分
け
合
お
う
と
す
る
仲
間

た
ち
の
優
し
さ
を
訴
え
る
ス
ト
ー
リ
ー

に
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
視

線
を
釘
付
け
に
し
て
見
入
っ
て
い
た
。

音
楽
で
さ
わ
や
か
な
感
動
を

1
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ー

十
一
月
十
五
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

!) 

」勾でdフ

三人のいきもひ。ったりのステージ

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

約
百
五
十
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
た
。

出
演
は
、
ご
十
一
歳
で
光
を
失
い
な

が
ら
も
、
「
人
生
は
楽
し
む
た
め
に
あ

る
。
で
も
そ
れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
傷
つ
き
涙
し
て
つ
か
み
取
る
も
の
」

と
し
て
、
声
楽
家
の
奥
さ
ん
と
盲
導
犬

を
交
え
て
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
展
開
し
て
い
る
「
ア
1
サ
l
大
野

&
佳
代
子
プ
ラ
ス
犬
」
。
自
ら
の
境
遇

を
交
え
た
話
と
共
に
進
む
ス
テ
ー
ジ
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

U
た。

中田監督にサインを求める子どもたち

六
種
類
の
新
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

ー
ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
の
つ
ど
い

1

十
一
月
二
十
四
日
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
八
十
人

が
参
加
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
シ
ャ
ツ
フ
ル
ボ
ー

ド
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
、
一
生
を
通

し
て
運
動
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
六
種
類
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
1
ツ
を
、

下
は
三
歳
の
幼
児
か
ら
上
は
八
十
歳
の

お
歳
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
令
層
が
体

験。
後
半
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
は
、
華
や

か
な
レ
オ
タ
ー
ド
や
ジ
ャ

l
ジ
姿
の
参

加
者
ら
が
、
そ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き

に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た
。

画
11 置

恥
?国

エアロビクスに挑戦する参加者

字
の
下
手
は
家
の
血
筋
と
妹
い
へ
ど
八

十
路
の
賀
状
丁
寧
に
書
く

西

田

チ

ヅ

ル

老
い
て
わ
れ
今
更
何
を
望
ま
む
や
た
だ

憂
ひ
な
き
日
日
ぞ
祈
ら
む

渡

辺

仁

之

助

正
月
に
活
け
る
つ
も
り
の
水
仙
の
暖
冬

故
か
花
芽
ふ
く
ら
む工

藤

春

子

寒
風
に
ホ
1
タ
レ
鰯
を
生
干
し
し
お
節

料
理
の
田
作
り
作
る沢

井

カ

メ

ヨ

子
も
孫
も
帰
ら
ぬ
正
月
夫
と
吾
黙
然
と

し
て
将
棋
盤
に
向
ふ谷

井

光

恵

杖
を
つ
き
金
比
羅
詣
り
の
賑
や
か
に
紅

葉
も
深
き
グ
ル
メ
の
旅
は

上

川

花

子

現
世
に
君
と
吾
あ
り
残
り
世
を
移
ら
ふ

四
季
の
な
か
に
と
ど
め
む

生

田

八

重

子

庭
先
の
山
茶
花
咲
き
そ
め
昨
日
今
日
一
一

羽
の
目
白
は
花
芯
つ
ひ
ば
む

波
多
野

コ
チ
ヨ

日
櫛
生
小
学
校
H

北
風
に
柿
の
実
一
つ
残
っ
て
る

六

年

有

友

幸

い
そ
釣
り
に
波
が
足
ま
で
せ
ま
り
寄
る

六

年

流

込

真

二

み
か
ん
採
り
は
さ
み
の
音
が
ひ
ぴ
い
て

る

六

年

西

内

翼

通
学
路
寒
さ
し
み
じ
み
帰
り
道

六

年

白

井

誠

一

窓
の
外
風
と
落
ち
葉
が
遊
ん
で
る

六

年

神

内

大

地

潮
風
に
大
漁
旗
な
び
い
て
る

六

年

林

由

香

利

春
風
に
花
の
香
り
が
運
ば
れ
る

六

年

玉

井

直

美

わ
い
わ
い
と
み
ん
な
楽
し
く
み
か
ん
と

り

六

年

菊

地

星

雪
だ
る
ま
寒
く
な
る
と
思
い
出
す

六

年

兵

多

恵

み
か
ん
と
打
家
族
み
ん
な
で
お
お
は
し
ゃ

ぎ

六

年

漬

田

恵

理

雨
風
で
土
曜
日
の
午
後
だ
い
な
し
だ

六

年

田

中

満

里

子

一
輪
の
椿
と
り
い
て
さ
び
し
げ
や

六

年

増

田

友

見

ワ
ッ
シ
ヨ
イ
と
い
せ
い
の
良
い
声
秋
祭

六

年

坂

東

美

咲

り

司



推
進
南
予
(
野
村
町
)
大
会
が
開
催
さ

れ
、
長
浜
の
子
供
を
み
ん
な
で
育
て
る

会
出
海
支
部
(
豊
田
芳
弘
支
聾
寓
)
は
、

多
年
に
わ
た
る
地
域
管
少
年
健
全
育
成

の
功
績
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
活
動
功

労
団
体
と
し
て
愛
媛
県
青
少
年
育
成
協

議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

害者

左から村上さん、大塚さん、森111さん

探

積
繍
上
田
喜
義
さ
ん
部

制

勲
L

ハ
等
瑞
宝
章
受
賞
制

凶

器

刊

蕗

十
一
月
七
日
、
東
京
で
秋
の
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
長
浜
の
上
田
喜
義
さ

ん

2
つ
二
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
活
動
の
推
進
と
消
防
業
務
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
六
等
瑞
宝
章
を

聴講話島地躍

ら石
!l!: r守司

義知暴
事事盛
翠表さ
李彰ん

責辞撃戦響審査

1月26日は

「文化財防火デー」
みんなで守ろう文化財

喜三三

麟
畑
中
和
夫
さ
糊

繍

1
県

教

育

長

。

関

知
県
公
連
会
長
連
名
表
彰
5

鮒

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
障
害
者
福
祉
推
進
愛
媛
県
大
会
の
席

上
、
櫛
生
の
石
内
義
盛
さ
ん
(
八

O
)

は
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
更
生
援
護
功

十
一
月
六
日
、
松
山
市
で
愛
媛
県
公

民
館
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
出
海
の

畑
中
和
夫
さ
ん
(
六
O
)
は
、
永
年
に

わ
た
る
公
民
館
活
動
推
進
の
功
績
に
よ

り
愛
媛
県
教
育
長
・
愛
媛
県
公
民
館
連

合
会
長
連
名
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

事件や事故を目撃された方からの110番通報…。 一 刻
も早く現場に警察官を差し向けなければなりません。

このため、普察本部の「通信指令室」には様々なシス
テムが設置され、現場にもっとも近い肇察官に指令が出
せるようになっています。皆さんが110番通報をしてい
る間も、警察官が現場に急行しているのです。

事件ーの概要は、受信した警察官
が順を追ってお訊ねしますので、
落ち着いてお答えください。

110番

父
11 

ー とん

i瓦
!さ
lん

!母
日 11

i満
:寿
1美
iさ
iん
:)  平成 9年 1月14日生まれ

E 聴~畿地着陸母島韓議握

- )みき
豆 青全混
入 功少毛主青
瓦 労年重手三

団 育 JZ吾
菅体成曇
手表 j舌皇
健彰動宴
全 1 音区

長責辞響帯電辞警伊都司宇都横受賞された畑中さん

つなぐかけ橋

自
分
の
将
来
は
自
分
で
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
願
い
、

「
拓
也
」
と
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

心
身
共
に

健
や
か
で
、

思
い
や
り
の

あ
る
優
し
い

男
の
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

1月10日{ま
110番の日

E ←一一一歳です。表彰ほか

安心を

9-
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r"-"ーー.._.._.._.・_.._.._..ー一，._.._.._.._.._.._.._..ーー..ー「

温泉地の新郵便番号で当てよう
次の問題にお答えください。正解 路)→口口口一口口口園

者の中から抽選で、クイス出題の温 G松 葉 川 温 泉 (高知県高岡郡窪川町

泉地(各コース)特産「ふるさと小 田里子地〉→口口口一口口口固

.包」 を77名様にプレゼン トします。 ① +②+③+④+⑤ +⑤ +⑦=合計

問題・・・次の四圏内の温泉地の新郵 (ヒント=毎月00日は「ふみの日」

便番号を郵便番号枠に当てはめ、 そ です)

れ ぞ れ 7桁 自 の 数字及び、その合計 [応募方法】 はがきに、 答(①~⑦

の数字はいくつでしょう? の数字と合計の数字)とあなたの新

A祖谷温泉(徳島県三好郡池田町松 郵便番号・住所・氏名 ・電話番号・

尾)→口口口一口 口 口固 希 望コース(A-G)をご記入して応

B もみじ川温泉(徳島県那賀郡相生 募してください。

町大久保)→口口口一口口口固 【締め切 り】平 成10年 1月23日

C塩江温泉 (香川県香川郡塩江町安 (当日消印有効)

原上)→口口口一口口口固 【応募先】干790-97松山市宮田町8-5
D美霞洞温泉(香川県仲多度郡琴南 四国郵政局

町勝浦)→口口口一口口 口 固 「新郵便番号クイズ係」

E宝泉坊温泉(愛媛県東宇和郡城川 【抽選】 平 成10年 1月28日

町高野子)→口口口 一口口口固 【お問い合わせ】 伊予長浜郵便局

!F馬路温泉(高知県安芸郡馬路村馬 (ft52-1011 ) 
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平成 10年2月2日~新郵便番号制スター卜!!

「ふるさと小包J
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成人の日

( 1月 15日)
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皆 さまにはご家 族 お揃 いで新年

をお迎えのこ とと慶賀にたえませ

ん。

「一日の計は朝 に あ り 、 一 年 の

計は元旦にあり 」 と申しますが、

前 年度の反省に立って計画を練る

こと 、圏内・県内・町内それぞれ

の政治、経済、金融、産業、教育、

福祉、犯罪等々、徹密、な反省こそ

大切。四大証券会社の一 つの廃業

に経済の不況がある。 加 えて、 金

融・ 各企業関係の倒 産 、 犯 罪 の 多

発 と低年齢化、公務員や会社役員

に よる贈収賄の多発、金利の低下

など枚挙にいとまがない。

今、 21世紀を迎えるにあたり家

庭 で の健全な生活こそ、 町や 国 づ

くりの原点であるこ とを自覚して

ほしし、。町の基本政策 「町づくり ・

里づくり ・心づくり」をかみしめ、

諸産業の振興、福祉事業の充実、

教育の振興を図 ろう。

今年は虎年。虎の威を発揮され

たい。「虎は死して皮を残し、 人

は死して名を残す」 と。 国民一 人

ひ と りが英知を絞り 、住み良い町

や国づくりに当たり、その名を後

世 に伝える業績 を期待し、平成10

年元互の願いとする。
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今月の トップは渡漫慎こさん
-久美枝さんのカップル
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人口をふや しま しょう

11月末現在 前月との比較

10，383人 21人減

人 口 (男 4，901人) (男13人減)

女 5，482人 女 8人減

世 帯数 3.676世帯 5世帯滅

帯世口人


